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QA8   福島第一原子力発電所の廃炉はどのように進められるのですか

 
  
政府・東京電力中長期対策会議において決定された「中長期ロードマップ」に基づき、

政府と東京電力が密接に連携しながら廃炉に向けた取組が進められます。 
 

 東京電力福島第一原子力発電所 1～4 号機の廃炉については、長期間の作業が必要になる

とともに、これまで経験のない技術的困難を伴う課題が多いため、国内外の叡智を結集し

つつ、政府と東京電力が密接に連携しながら進めていくことが重要です。 
 「東京電力（株）福島第一原子力発電所 1～4 号機の廃止措置等に向けた中長期ロードマ

ップ」※では、廃炉に向けた取組として、まずは、使用済燃料プール内の燃料取出しを当面

の最優先課題とし、平成 25 年度内の開始を目標としました。また、溶融した燃料の取出し

は、10 年以内の開始を目標としており、現在、作業の障害となるガレキの撤去等を進めな

がら、建屋内の除染技術や遠隔操作装置等の研究開発に取り組んでいます。最終的な廃止

措置終了までの期間は、30 年～40 年を目標としています。引き続き、発電所の安全維持に

万全を期しながら、廃炉に至る最後の最後まで全力を挙げて取り組んでいきます。 
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※：平成 23 年 12 月決定、平成 24 年 7 月改訂。 
 
出典：復興庁「避難住民説明会等でよく出る放射線リスクに関する質問・回答集」より作

成 
出典の公開日：2012 年 12 月 25 日 
本資料への収録日：2013 年 1 月 16 日 
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